
2026 年 3月 9 日 

令和８年度 大学生を中心とした若者等の関係人口構築事業 応募に関する質問及び回答 

 
 質問 回答 

１ 

新城市の四谷の千枚田における保全活動のプログラムにおいて、

受託事業者及び関係者（大学等）との役割分担が決まっていれば教

えてください。 

別表２に役割分担を追加しましたので、ご確認ください。 

現時点で想定される受託事業者の役割は、原則、プログラムの全

てに参加するとともに、別表２のフィールドワーク①及びフィール

ドワーク④における、関係者との連絡調整、現場での作業の案内、

学生の送迎を県と協力して行っていただきます。 

大学には、学生の募集や、別表２のオリエンテーション、プレゼ

ンテーション講座、進捗状況報告会、プレゼンテーションリハーサ

ル及びプレゼンテーションの司会進行等を中心となって行っていた

だきます。 

その他、別表２の愛知県政と新城市政の違いの説明、四谷の千枚

田の保全に関する課題の説明、フィールドワーク②及びフィールド

ワーク③については、愛知県又は新城市が中心となって実施する予

定です。 

２ 

新城市の四谷の千枚田における保全活動のプログラムにおいて、

費用に関する分担（予定）が決まっていれば教えてください。 

保全活動のプログラムにおいて、四谷の千枚田で稲作に取り組む

際に必要な費用は委託事業費で負担していただく予定です。 

その他、学生の移動に要する費用は、参加する学生自身又は大学

側に負担していただく予定です。（質問１の回答のとおり、別表２の

フィールドワーク①及びフィールドワーク④における、学生の送迎

は、受託事業者と県が協力して実施し、費用は大学側に負担してい

ただく予定です。） 

 


